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一
-石田拳ーさん(65歳・下房山)

香り逃がさず
“丹念"に焼く

和菓子の中でも代表格の「もな 原料が勝負」と。厳選されたむち

か」。石田さんは上小地方でただl 米をfl1!う引回さんは、原料にはと

人、もなかの皮を作っています。 ても討を配ります。 機械は「火床J

創業は大正末期、有聞きんで2代 とnI，.fit、型にむちを入れて、焼き
目です。もなかの皮などは「雀菓 上がった皮を型から取るという越

子J といって、これらは和菓子業 統作業が約半白。「終わるまでは手

者に卸されます。こうばしい香り

が立ち込める作業場は、機械以外

はほとんどtilJ業当時のまま。

もなかの皮は、 l\~ くのばした「 も

ち」を裁断し、それを型で焼いた

ものです.石田さんは r焼くのは

『慣れ』のようなもの。いちばんは

が離せません」と石田さん。

~近・は rI十いものばなれ」め傾

向で、むなかむ例外ではないよう

です。しかし「もなかも、日本人

が位で蒋らしているうちはなくな

らないでしょうねJ と、石田さん

は力強く答えてくれました。

〈再生紙を使用しています〉



初
日
の
出
、

中山Ji仏神社での初もうで風景c J亡日

から 1 月 3 日まての同神社の参拝者はま~J

2万7千人。また池では、今年の干支を

象徴するように、フランスアヒルか元気

よく泳いでいましたa

め
で
た
い
獅
子
舞
い
も
!

ー
高
市
神
社
の
合
格
祈
願
祭
|

『も戸、
， 

凶
1月2日から4Uまて、海野町高rn神社分社(;-R
ケ吋トノ《ーク内)で開カ.uたM売り ・合格祈願祭。
福引きや合格祈願、獅子舞いなどが行われました。
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意
識
し
て
歩
く
よ
う
に

広報うえだ5.

今
年
は
酉
年
「
問
」
は
収
槌
期
の

取
リ
入
札
や
、
神
社
の
烏
印
刷
に
関
係

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
四
年
生

ま
れ
は
均
解
-M
に
慣
れ
、
先
を
比
政

〈
力
を
持

っ
て
い
る
人
が
多
い
と
い

い

ま

す

レ
'ミ
ろ
で
、
段
近
の
臨
家

の
庭
で
は
、
政
し
飼

い
に
な

っ
た
鵠

が
、
自
由
に
走
り
回
る
光
景
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
e

紋

い
か
ご
に
入
れ
ら
れ
た
ま
ま
運
動
を

さ
せ
ず
、
ぜ
い
肉
を
付
け
て
卵
を
ど

ん
ど
ん
産
ま
せ
ら
れ
る
鶏
が
か
わ
い

そ
う
に
思
い
ま
す
。
人
聞
が
ひ
た
す
ら

生
産
性
の
向
上
を
図
る
せ
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
鶏
は
、
二
年
生
き
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
一
年
し
か
寿
命
が
な
い

と
い
わ
れ
、
こ
れ
で
は
鵠
も
た
ま
ら

な
い
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
は
市
鶴
に
あ
や

か
つ
て
、
大
い
に
体
を
動
か
し
て
体

力
増
進
を
関
つ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
円
十
超
き
し
て
、
ま
ず
歩
く
こ

と
か
ら
始
め
て
み
て
は
。
あ
る
捌
卦

に
よ
る
と
、
毎
日
の
少
数
が
多
い
人

ほ
ど
脚
力
が
強
い
そ
う
で
す
。
巡
動

不
足
解
消
の
た
め
に
も
、
意
識
し
て



4@i. 市の動ぢ

早<、正確に届けます/
元日に行われた上回郵便局の「年賀状出発

式Jo今年は元日に配達された年賀状だけで、

143万2，038通 (封筒6，716通)。アルバイトの
配達員たちは元気よく出て行きました。

J
F
Z
 

沼

ο初
め

た二 :F5rマtJ
C匂~~~~ ~ 

事らは
業架場
資け幣
は替備
一え事
{意工業:
九事の
百が一
万行環
円わと
。iLしょ.... .... 'L 

て て小まな寺にか橋iLの地臼
とj 、泉し橋にとるはま開区、十
子平地たと通つ橋浦し過で小二
ゑ成区 。さじてで野た式、泉月
三この今れるは 、川 。が寺の二
与年県回て重高 地に寺行口日十
九か営はき要 flu元架口わ橋向五

1日 12月定例市議会招集日 (-16 B ) 

市民生児童委員委嘱書交付式(186人)

2日 長野県市長会(長野市)

5日 市民と市長の日

7日 12月定例市議会一般質問(-9日)
12日 常磐町自治会創立30周年記念 ・常磐町自

治会館落成祝賀会(同自治会館)

13日 第4図上田市消防団音楽隊定期演奏会(文
化会館)

14日 上回東高校サッカ一部 ・女子硬式テニス

部全国大会出場表敬訪問(15人) 下小品展

四品業集落排水事

決起工式=写

真= 北|陸新

幹線沿組自治

会長会議

17日 別所温

泉財産区議

上回

歩
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
か
ご

の
中
の
、
運
動
不
足
の
鵠
に
な
ら
な

い
よ
う
心
が
け
、
健
康
に
過
ご
し
た

い
も
の
で
す
。

大
星
隆
亮
さ
ん
(
引
歳
・

野
竹
)

I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-

「
あ
な
た

・
わ
た
し
の
声
」
へ
の

投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
三
百
字

以
内
(
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
も
付
記
。
匿
名
も
可
}
に

ま
と
め
て
、

一T
揃
市
内
大
手
一

ー

一
一
ー
ー
一
六
上
岡
市
役
所
秘
書
課

広
報
担
当
(
宮
⑫

4
1
0
0
内
線

1

1
1
2
)
ま
で
ど
う
ぞ
。

|市民と市長の日1

2月2日(刈
午前9時~正午

会(別所j品泉センター)

18日 北小学校校礎照明施設点灯式(同校校庭)

整備新幹総建設促進総決起集会(東京) 浦

里財産区議会い11西支所)

22日 全国市長会(東京) 北陸新幹線建設促

j韮仁関する陳情(東京) 下室21財産区議会

(下室賀生活改善センター)

24日 上室賀財産区議会(室賀基幹集落センタ

25自 国際交流研究委員会中間報告=記事は4・
5ページに掲載 寺口橋開通式・渡リ初め(小
泉 ・日向地区)

29日 上回東高校サッカ

一部全国大会出場壮行

会(同校)

上国市消防団年末夜笹

市長室
(市役所3階)
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テ
レ
ビ
版
"
広
報
H

サ
ン
デ
ー
う
え
だ

同
刷
閣
問
問
剛
州
問

(
6
鋳、
9
持、正午、刊同位問、口時、幻酷町)

U
C
V
{上
回
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
)

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
ノ

広報うえだ5.
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国
際
交
流
研
究
委
が

中

間

報

告

上
回
市
国
際
交
流
研
究
委
員
会
(常

国
軍
三
委
員
長
・
同
人
)
で
は
、
昨
年

の
二
月
か
ら
地
域
の
特
性
を
牛
か
し

た
国
際
交
流
の
基
本
方
針
や
施
策
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、

さ

6
十
二
月
二
十
五
日
、
こ
れ
ま
で

の
経
過
や
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
施

策

・
検
討
事
項
に
つ
い
て
、
永
野
市

長
に
中
間
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
中
間
報
告
を
尊
重

し
、
提
言
さ
れ
た
施
策
や
検
討
事
項

の
実
現

・
充
実
に
向
け
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

中
間
報
告
抜
粋

-
研
究
の
経
過

(審
議
さ
れ
て
い
る

主
な
内
容
)

1
国
際
性
あ
ふ
れ
る
人
づ
く
り

①
人
材
の
育
成

②
交
流
活
動
め
推
進

2
国
際
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

①
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

②
産
業
の
振
興

3
世
界
平
和
と
繁
栄
へ
の
貢
献

①
国
際
協
力
の
推
進

②
平
和
の
推
進

日
提
言

1
す
み
や
か
に
検
討
す
べ
き
事
項
に

つ
い
て

[4] 

橋
上
盤
整
備
や

エ
イ
ズ
予
防
盛
る

71.怠9..011万円11348(窓4，553万円

2.946万円11171ぽ8.496万円

予 算総額

12月市議会で決まった4年度予算

補正予算編
器生

補み
劫た
L、
m~ 
イt":
.，.，‘. 
骨

一
般
会
計
予
算

7
億
円
余
補
正

-
主
な
条
例
の
改
正

マ
上
回
市
の
休
日
を
定
め
る
条
例
の

一
部

改
正
・・・職
員
の
週
四
十
時
間
勤
務
制
を
実

施
す
る
た
め
の
条
例
中
の
所
要
の
改
正
で

す
。
マ
上
田
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

マ
上
田
市
水
道
条
例
の
一
部
改
正
・
:
上
田

市
水
道
料
金
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
く
、

水
道
料
金
の
改
正
で
す
(
平
均
改
定
家
三
・

三
%)。-
一般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

I
l
--
ー

ロ

老

人

ホ
l
ム
へ
ル
パ

l

一
福

祉

一
派
遣
等
事
業

f
i-
-
L
:
:
:
:二
百
六
十
三
万
同

(
内
務
)
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l
、
入
浴

サ
ー
ビ
ス
ヘ
ル
パ

|
等
の
待
遇
改
善
を
図

る
た
め
の
委
託
料
の
追
加
計
上
で
す
。

ロ
児
童
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
・:
四
百
万
円

(
内
容
)
五
年
度
建
設
予
定
の
神
科
児
童

セ
ン
タ
ー
の
設
計
委
託
料

λ
汁
J
川
J

ロ
人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
様

一
健

康

一

ワ

川
|
げ
」
助
金
:
:
:
百
五
十
八
万
円

ロ
エ
イ
ズ
予
防
啓
発
事
業
:
:
:
十
五
万
円

(
内
容
)
エ
イ
ズ
予
防
の
た
め
、
新
成
人

に
啓
発
問
バ
ン
フ
レ
ヴ

卜
を
配
付

h
-
-U
ロ
生
ご
み
た
い
肥
化
容
器

戸

巳

(
コ
ン
ポ
ス
ト
)
百
害
の

購
入
補
助
金
・....
.......•..

.•.

.•. 

三
十
万
円

h
i
u
J
口
地
熱
利
用
開
発
事
業

一
農

業

一

仁
い
し
い
L
i
-
-
千
七
百
二
十
六
万
円

(
内
容
)
温
泉
を
利
用
し
た
花
き
、
野
菜

の
試
験
栽
培
の
た
め
の
ハ
ウ
ス
建
設
な
ど

h
u
u削
J

党
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
対

一
道
路
バ
・
一

仁
い
い

μ」
祭
事
業

.・・・・・・・・
千
百
五
十
七
万
円

(内
容
)
幹
線
道
路
の
除
雪
委
託
料
、
塩

カ
ル
散
布
機
増
設
な
ど

口
上
田
駅
橋
上
駅
奮
整
備
事
業

・・・
百
八
十
八
万
円

(
内
容
)
橋
上
駅
舎
の
整
備
事
業
費
の
問

年
度
分
の
負
担
金
。
全
体
計
画
は
四
年
か

ら
八
年
ま
で
の
五
か
年
事
業
で
概
算
事
業

費
七
億
九
百
万
円

16 1. 広報うえだ5.

教
育
委
員
に
安
江
日
、
塩
入
日

今
議
会
で
、
教
育
委
員
に
安
江
階
採
さ

N
v
e
c
s
w
 

ん
(
位
歳

・
川
辺
町
)
、
坂
入
恒
さ
ん
(
臼

歳

・
中
村
)
が
市
議
会
の
同
意
を
得
て
そ

れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
四
年
c

前
任
の
小
泉
瀧
こ
さ
ん
、
湯
本
清
さ
ん

に
は
長
い
間
お
勤
め
さ
れ
、
御
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

安
江
さ
ん
は
、
上
岡
京
市
校
校
長
を
経

て
現
在
学
校
法
人
信
州
学
悶
上
回
世
間
幼
稚

間
関
長
。
塩
入
さ
ん
は
、
市
教
委
教
育
次

長
を
経
て
現
在
医
療
法
人
友
愛
会
辺
事
。



お知らせア・弓・かしト

広
く
海
外
と
の
交
流
機
会
を
持

つ
た
め
、
海
外
姉
妹

・
友
好
都
市

等
の
提
崎
や
、
活
発
な
交
流
事
業

の
促
進
を
図
る
こ
と
。

2
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
つ

い
て
①
外
国
人
に
親
切
で
や
さ
し
い
ま

ち
に
す
る
た
め
、
設
備
や
情
報
提

供
面
で
の
環
境
繁
備
に
努
め
る
の

マ
市
庁
令
案
内
械
の
英
文
併
記
。

マ
観
光
案
内
板
の
英
文
併
記
。

マ
道
路
標
識
の
ロ
ー
マ
字
併
記
。

マ
生
活
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
{
外
国
語

併
記
版
)
の
作
成
。

マ
外
国
語
に
よ
る
テ
レ
フ
ォ
ン
サ

ー
ピ
ス
の
実
施
。

②
市
内
の
小

・
中
学
校
に
通
う
日

本
語
の
分
か
ら
な
い
外
国
人
児
童
・

生
徒
が
、

一
日
も
早
〈
日
本
語
を

習
得
で
き
る
よ
う
地
策
を
講
ず
る

こ
、ζ
。

.
マ
日
本
語
を
指
導
す
る
講
師
の
派

出
H
品
。

阻
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

こ
れ
ま
て
出
さ
れ
た
提
言
を
基

に
、
現
状
や
課
題
を
よ
り
明
略
化

し
、
上
回
市
に
お
け
る
国
際
交
流

の
基
本
方
向
や
重
要
地
策
に
つ
い

て
、
平
成
五
年
十
月
ご
ろ
を
め
ど

に
最
終
報
告
を
行
、
ヲ
。

・
問
い
合
わ
せ

秘
書
課

(内
綿
密

1
1
1
1
)
 

東
京
一
極
集
中
を
抑
制

地
方
の
活
性
化
め
ざ
す

制
定
の
背
景

昨
年
十
二
月
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
よ
う
に
、
上
小
地
域
は
地
方
拠
点
都

市
の
長
野
県
指
定
候
補
地
域
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
今
回
よ
り
三
回
に
わ
た
っ

て
拠
点
都
市
法
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
「
地
方
都
市
地
域
の
整
備
漫
び
産

業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
の
制
定
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て

で
す
。人
口
集
中
化
か
顕
著
に

平
成
ニ
ギ
に
行
わ
れ
た
悶
勢
調
査
の
結

果
、
合
同
で
の
人
口
地
加
の
六
割
に
当
た

る
有
十
万
人
が
東
京
聞
で
占
め
ら
れ
た
の

に
対
し
、
前
向
調
査
で
は
秋
川
県

一
県
だ

っ
た
人
い
減
少
県
が
今
制
は
十
八
県
に
拡

大
す
る
と
い
う
状
況
が
生
じ
ま
し
た
。

市
町
村
別
に
み
る
と
、
人

n
が
減
少
し

た
市
町
村
の
数
は
五
年
前
四
八
%
だ
っ
た

も
の
が
しハ問
%
に
急
噌
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
点
に
お
け
る
品
近
の
傾
向
と

し
て
地
方
に
わ
ね
け
る
中
心
都
市
へ
の
人
円

集
中
が
進
み
、
札
腕
や
福
岡
な
ど
の
地
方

中
恒
都
市
は
急
速
な
人
口
成
長
を
示
し
て

お
り
、
ま
た
三
十
六
の
道
旧
作
で
県
庁
所
在

細
川
市
へ
の
人
口
集
中
が
続
い
て
い
ま
す
。

地方振興の拠点づくりを

平
成
同
年
版
建
設
臼
符
に
よ
る
と
、
諸

機
能
の
東
京
閤
へ
の
集
中
も
続
い
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
事
業
所
数
は
会
闘
の
二
三

・
三
%
、
サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
人
口
で
て

七

・
八
%
、
外
資
系
企
業
で
八
六

・
六

%

に
達
し
て
お
り
、
人
口
の
二
五

・
七
%
、

う
ち
大
学
生
が
阿
ニ

・
七
%
と
人

υ構
成

や
若
年
昭
の
占
め
る
割
合
ら
圧
倒
的
に
高

い
状
況
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
牛
.
底
活
動

の
過
度
集
中
に
加
え
、
オ
フ
f
ス
な
ど
の

業
務
活
動
の
集
小
化
も
た
き
な
問
題
と
し

て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
図
上
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る

第
四
次
会
同
総
公
開
発
計
同
で

U
指
さ
れ

て
い
る
多
極
分
散
型
国
土
と
は
令
.
く
災
な

る
結
栄
が
指
摘
さ
れ
る
と
同
時
に
、
東
京

で
は
地
側
の
高
勝
、
住
宅
鋭
、
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
な
ど
過
密
に
よ
る
弊
符
が
、
地
方
で

は
脊
者
の
流
出
が
活
力
低
下
と
な

っ
て
人

打
減
少
に
よ
る
過
疎
化
問
題
が
併
存
す
る

と
い
う
事
実
が
顕
著
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
国
レ
ベ
ル
で
は
均
衡
の
と
れ

た
発
展
を
、
そ
し
て
地
方
レ
ベ
ル
で
は
自

立
的
な
成
長
を
促
す
活
力
を
実
現
し
て
ゆ

く
方
策
が
急
き
ょ
必
要
と
な
っ
て
き
た
わ

け
で
す
。

折
し
も
、

地
方
で
は
ふ
る
さ
と
制
令

一

億
問
事
業
で
触
発
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
自

発
的
な
地
域
づ
く
り
の
芽
も
行
っ
て
・
き
て

い
る
状
況
も
あ
り
ま
し
た
。

各
省
庁
の
構
想

一
本
化

国
の
省
庁
で
は
、
こ
の
点
に
若
院
し
東

京

一
極
集
中
を
抑
制
す
る
と
同
時
に
地
方

の
活
性
化
を
目
指
す
た
め
に
地
方
中
級
都

市
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
方

か
ら
、
平
成
四
年
度
の
予
算
要
求
の
際
に

続
々
と
地
方
振
興
の
拠
点
づ
く
り
を
内
容

と
す
る
構
想
を
打
ち
出
し
て
き
ま
し
た
。

(
建
設
符
の
地
方
拠
点
都
市
戦
略
的
娘
備

構
想
、
国
土
庁
の
地
方
都
市
間
構
想
、
自

治
省
の
市
中
紘
的
広
域
行
政
閤
構
想
な
ど
)

そ
し
て
、
予
算
編
成
前
に
関
係
省
庁
の

櫛
惣
の
調
整
が
行
わ
れ
、

一
体
化
に
向
け

事
態
は
動
き
始
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

一
つ
に
は
地
方
の
削
な
工

夫
を
生
か
し
つ
つ
、
地
成
社
会
の
中
心
と

な
る
都
市
と
そ
の
周
辺
市
町
村
か
ら
成
る

地
峡
(
地
方
拠
点
都
市
地
域
)
に
つ
い
て

都
市
機
能
の
柏
進
と
庶
住
環
境
の
向
上
を

維
進
す
る
た
め
の
拙
誼
を
講
じ
る
こ
と
。

次
に
、
事
務
所
な
ど
の
産
業
業
務
施
設

が
過
度
に
集
積
し
て
い
る
大
都
市
か
ら
地

方
へ
移
転
す
る
た
め
の
再
配
置
促
進
を
図

今今、」・こ。

こ
の
二
つ
に
よ
り
、
地
方
が
自
立
的
に

成
長
発
展
す
る
、」
と
と
問
土
の
均
櫛
あ
る

発
展
を
回
折
し
て
「
地
方
拠
点
都
市
池
山
械

の
整
備
及
ぴ
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の

促
進
に
附
す
る
法
律
」
が
平
成
四
年
五
月

二
十
九
日
成
立
し
ま
し
た
。

(
次
回
は
二
月

一
六
日
号
)
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を募集します/

マ
応
募
期
限

二
月
十
日
附
(
当

日
消
印
有
効
)

マ
応
募
先

財
団

法
人
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技

大
会
組
織
委
員
会
一

8
0
2
6
2@

1
9
9
8
)
 

圃
新
幹
線
建
設
工
事
マ

園
墓
地
を
改
葬
し
ま
守

北
陸
新
幹
線
建
設
工
事
施
行
に
伴

い
下
記
墓
地
を
改
葬
、
移
転
す
る
こ

と
に
な
リ
ま
し
た
が
、
所
有
者
不
明

の
境
基
が
あ
り
ま
す
の
で
、
縁
故
者

の
か
た
は
、
平
成
五
年
三
月
末
日
ま

で
に
下
記
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
限
ま
で
に
お
申
し
出
の

な
い
場
合
は
、
無
縁
仏
と
し
て
地
元

及
び
関
係
機
関
等
と
協
議
の
?
え
適

宜
処
理
い
た
し
ま
す
の
で
ご
象
知
く

だ
さ
い
。

マ
連
結
先

長
野
県
上
回
新
幹
線
事

務
所
(
包
⑫

7
7
0
0
)、
市
高
速
交

通
謀
(内
線

1
5
5
5
、

1
5
5
6
)

改葬・移転する墓地の所在地

上田市踏入1丁目 1，377番地
上田市路入l丁目1，390番地イ
上田市鐙入1丁目 1，390番地口

上田市大字国苦手字西沖

1，944番地卜

上回市大字秋和字宿在家

219番地

墓
地
の
所
在
地

園
長
野
オ
リ
ふ
ピ
勺
ワ

園
大
会

-
T
l
マ
を
募
集

長
野
オ
リ
ン
ピ
ヴ
ク
を
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
受
す
る
す
べ

て
の
人
た
ち
の
参
加
の
も
と
に
大
会

を
成
功
さ
せ
よ
う
と
、
長
野
冬
季
五

輪
の
特
徴
や
目
的
を
簡
潔
に
表
現
し

た
、
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
る
「
大
会

テ
l
マ
(
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
)」

を

募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
方
法

官
製
は
が
き
を
使

用
し
、

「大
会
テ

l
マ
」
の
ほ
か
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
。

一
一
人
何
点
で
J
U
応
募
で
き
ま
す
。
た

一
だ
し
、
は
が
き
一
校
に
つ
き
一
点
。

市では、美しく快適で住みやすいmi市を目指し、魅力
あるまちづくりを進めるため都市封税'此を創設しました。

わたしたち一人ひとりがまちづくりに参加し、挫築物な

どの新改築l侍やU常生i;fj(7) rl-'でのちょっとしたiうたや配
慮により、美しいまち並みを制りあげることができます。

[: I~l ili者1¥市対鋭設は、こうした工夫や配感がなされ、

まちづくりに貢献している処築物などの布施設や個人、

|羽体を表彰し、その奨励と良好な111nli対観を将」えしてい
きます。

t>対象 fIi内で過去5"f.以内に新築または改築された

往築物、工作物、広作物、生け柄、まち並み、道路、公

|企|、河川などで景観、企問、設計、施工などが優秀なも

のまたは催・il.た都市景観の形成に顕~:な功績のあった団

体または1191人。ただし、生け垣などの年建立を必要とする

ものは完成年度にこだわ 1)ません。 t>応募(推薦)の方

法 自J務、他薦は1111いません。所定め応募(推薦)用紙
(r行役所者11市計同課に附怠しであります)に必安:事墳を記

入し、都市計同課まで郵送か持参してくださ L、。t>応

募(推薦)期間 1 J120円(ね-2)119日幽(当日消印有

効) t>審査 ・選考 上出ili都市景観抗選考委員会で務
究 ・選考します。t>表彰 建築主等に対しては賞状お

よび銘板を、設計者、 B盤工者、団体等に対しては'lt状を
l!判ります、表彰式は3日を予定しています。 t>問い合

わせ有11市計画課(内線1523)

一一一一一→

一一一一一」

日本鉄道建設公団

北陸新幹線建設局

快適で魅力あるまちづくりに貢献
建築物、生け垣、まち並みJEL対象

圃
『
清
浄
国
」
環
鏡
影
響

園
評
価
準
備
書
め
縦
覧

市
内
常
磐
城
に
、
処
理
地
設
の
更

新
が
計
画
さ
れ
て
い
る
、
上
回
地
域

広
域
行
政
事
務
組
合
清
浄
閣
の
環
境

影
響
評
価
(
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
)

準
備
替
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
っ

て
い
ま
す
。

マ
期
間

平
成
五
年
二
月
十
二
日

倒
ま
で

マ
場
所

生
活
環
境
課
(
市

役
所
南
庁
舎
三
階
)
お
よ
び
清
浄
閤

[6] 肥大 (+4)I負傷者数1.005人(+21)I 
( )は前年比

-
2
月
か
ら
受
け
付
け

園
入
札
(
見
積
)
参
加
願

平
成
五
年
度

・
六
年
・
肢
に
市
が
購

入
す
る
物
口
聞
の
入
札

・
見
積
も
り
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は

「
入
札

(
見
積
)
参
加
願
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

マ
受
付
期
間

二
月
一
日
開
か
ら

三
月

一
日

ωま
で

マ
提
出
先

・
問

い
合
わ
せ

管
財
課
(
内
線

1
2
6

4
・
1
2
6
5
)
マ
そ
の
他

指
定

用
紙
は
一
月
か
ら
管
財
課
で
お
渡
し

し
ま
す
。

12fl死者数7751牛(

提出は管財課へ

上田市の突通事故発生状況i発主件数
{平成d年12月末)



2霊月の相談
今月の納税

4期

7期

市県民税

国民健康保険税

会場など

法律

(予約 納期限は2月1日です
ノ¥ 

自主納付司わた、日産振替"Ij)便利7す I
生活環境課

(務庁舎31;皆)

宮
⑫
4
1
0
0 -

1
月
よ
り
上
田
市
め

圃
標
準
小
作
料
が
政
定

平
成
五
年

一
月
一
日
よ
り
、
上
田

市
の
標
準
小
作
料
が
次
の
と
お
り
改

正
さ
札
ま
す
。

標
準
小
作
料
は
、
三
年
ご
と
に
農

地
の
組
収
設
と
生
産
費
用
な
ど
に
つ

い
て
「
上
田
市
小
作
料
協
議
会
」
で

標
準
と
な
る
小
作
料
が
定
め
ら
れ
、

農
業
委
員
会
が
県
知
事
と
協
議
し
て

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

マ
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務

幾業委員会

(本庁舎2階)

西武デノtート

社会協祉協議会

宮 ⑫ 20.25

局
(
内
線
1
4
9

2
)

上田市の標準小作料 (10アール当たり)

区 分i小作料の穣準額| 備 考

|上I 24，0∞円 |平担黄色、基量産3監督官回
回|中I 19，500 I平3由也、中間地未整備国
下I 13，000 I山間地、未整備図
上I 11，000 I平担地
畑|中I 7，000 I中間地
下I 5，000 I山間地
I I 施践自園芸、果樹、:æ~ などにつ

特程煽!特に定めない |いτlま婿者協織により鼠 り決
ぬる

ミ耳機準小作料l手、小作料の目安として定められるも
ので、土地の自然条件および耕作の利便性などに
より当事者が協緩して、その額を定めてください。

保険年金相談

市民相談

消費生活相談

交

生活環境課

(内線1389)
市

役

所

上聞商工会議所

宮 ⑫ 450.0.

生活環境謀

(南庁舎31;智)

宮 ⑫ 20.0.0.

所i背少年相談室

E ⑫ 8080 

京都保育闘

保育センタ -

8⑮ 30.96 

rti 

1支

2月12日制

13 : 30-15 : 30. 

2月268悌

13 : 30.-15 : 30. 

2月4目的

13:0.0.-16:00. 

2月108例4
13:00.-16:0.0 

2月1日(J-J)

8: 30-17 : 0.0 

2月8日明)

10. : 0.0 -15 : 0.0 

毎週火H信回

10. : 00.-15 : 0.0 

2月to.日仕j
10.: 0.0.-正午

2月17日t川
13: 30-15: 0.0. 

毎週月~金H在日

9: 0.0.-16 : 0.0. 

毎週月~土眼目(午前)

9: 0.0.-16 : 0.0. 

毎週月~金nltt日
9:0.0.-16:0.0. 

毎週月~金曜日

9: 0.0.-16 : 0.0 

毎週月~よ自曜日

8 :30-19:30. 

(土眼目は12: 30.) 

時日名

相談

話IJ)

号')(
B火キB

人権・悩みごと相談

土地建物相談

農地問題相談

二')(

~ 

相談

談

相

格

ごと

律

政

心配

行

法

法律相談

(子 約制)

談相通

談相$ 少脅

~J.o. 

託え相て育=子

国
民
間
救
急
サ
ー
ビ
ス

園
事

業

者

的

認

定

「
患
者
等
搬
送
卒
業
に
対
す
る
指

導
及
び
認
定
に
閲
す
る
要
綱
」
第
二

十
七
条
に
基
づ
き
、
平
成
四
年
十
二

月
十
五
日
、
次
の
者
を
患
者
等
搬
送

事
業
者
と
認
定
し
ま
し
た
。

マ
鮒
長
野
救
急
管
理
セ
ン
タ
ー

(
代

表
取
締
役
・安
達
欣
伍
、
大
字
住
吉
三

O
六
|
九
)

マ
事
業
内
容

患
者
等
の
医
療
機
関

へ
の
入
退
院
、
通
院
お
よ
び
社
会
福

祉
施
設
等
へ
の
送
迎

車
両
三
台
)

-
問
い
合
わ
せ

上
団
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
消
防
本
部
警
防
課
(
包

⑫
0
1
1
9
)
 

(
搬
送
用
認
定

創造館でビデオ上映14挺型拡お識調認手「話許挺定者」など

み
ん
な
の
財
産
を
み
ん
な
で
守
ろ
う

世
界
的
な
女
化
財
の
法
隆
寺
金

堂
が
火
災
に
あ
っ
た
一
月
二
十
六

日
(
昭
和
二
+
四
年
)
が
、
「
文
化

財
防
火
デ
l
」
と
し
て
昭
和
三
十

年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

国
宝
や
重
要
文
化
財
な
ど
優
れ

た
文
化
財
が
数
多
く
あ
る
上
国
市

で
は
、
毎
年
こ
の

一
月
二
十
六
日

に
女
化
財
の
立
入
検
査
な
ど
を
実

施
し
「
文
化
財
防
火
運
動
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

第一
一
一
十
九
回
目
を
迎
え
る
今
回

も
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
な
ど
の

災
害
か
ら
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
文
化
財
に
対
し
て

深
い
理
解
と
愛
護
の
心
を
持
ち
、

文
化
財
を
大
切
に
す
る
習
慣
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

h
m
V
 

4
H
A
m
 

f
f
 

文化財を大切に
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